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1.　はじめに　　
本校の研究にある，やりくりのスキルを促す
ための方策が，「現物」と「短い指示」であるな
らば，その与えられた「現物」という課題を解
決するために必要なもの（素材）とは，生徒自
身が持つ既習の科学的概念・知識であるだろう。
やりくりの素材となる科学的概念の獲得につ
いては様々な手法が用いられるが，「教えて考
えさせる授業」という習得型の学習では，「教
師の説明」→「理解確認」→「理解深化」→「自
己評価」という 4 段階を授業設計の原理として
提案している（市川）。これによると，教科書
の内容を「受容学習」とし，その知識をいかし
て「問題解決学習」を行うことが理解を促す学
習行動であると述べている。このことから，授
業により習得した知識や概念を用いて考えさせ
るという展開そのものが，やりくりの場面と捉
えて授業実践が出来るのではないかと考えた。
本学年を担当するにあたり，1，2 年次の理科
を担当した教員から，「理科を苦手としている生
徒が多く，正解を求めるあまり文章記述をしな
い生徒が多い」という引き継ぎを受けた。実際
に年度が始まり，授業を実践すると，意見や答
えを発表する生徒が少ないことが実感として得
られた。また，実験レポートの記述においても，
結果の数字を求めることやスケッチはできてい
るのに，考察を積極的に記述する生徒が確かに
少ないと感じられた。その後，生徒との会話の
中で，「理科は難しい」「理科が苦手」「どう考え
ていいかわからない」ということが聞こえ始め
た。生徒がそのように理科に苦手感を抱く原因
としては，様々な理由があるであろうが，理科
における概念の理解や整理があいまいなためか，
獲得した概念使って考える事を苦手とする生徒
が多く，テストの場面では説明的解答を避ける
生徒もおり，授業においても正解となる文章の
「理解」をうながすためのやりくり
～教えて考えさせる授業実践から～
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みを求める生徒が多かったのは事実である。
そこで本研究では，以上の問題状況の改善を図
るため，まず問題解決学習を行うための前段階と
して，科学的概念の理解と整理を念頭に置いて授
業を行うこととした。そして，学習によって得た
科学的概念や知識を使って，更なる理解のための
やりくりを目指して二つの実践を行った。
2.　授業の実際
【実践例Ⅰ】
　～授業終わりの小問題でのやりくり～
第 3 学年の理科では，授業の終わりに「クエ
スチョン（以下 Q）」の時間を設定し，その時
間や前時までの学習内容をふまえた小問題を
行った。これらの Q は，生徒の誤りそうな問題
や，勘違いが起こりやすい問題，応用・発展的
な問題，さらには日常生活での具体例や他教科
との関連も意識した内容となっており，Q を行
う時間は 5 〜 10 分程度とするなどの時間的な
制約も求めた。
既習事項と日常的な知識をもとに説明させた
り計算をさせたりしながら，これらの発問に挙
手をさせた。問題が複雑になる場合には小プリ
ントを準備した。正解にはスタンプを押し，科
学的な思考・表現の評価対象とした。
Q の例は以下のとおりである。
「生命の連続性」
・無性生殖の例を 3 つあげなさい。
（関連：日常生活）
・有性生殖のメリットとデメリットとは何か。
（関連：バイオ技術，遺伝子組み換え）
「化学変化とイオン」
・周期表の並びとイオンの関係性を見つけなさい。
（復習：イオンの価数）
・電池から強い電流を取り出すにはどうしたら
いいか。
（復習：電離，化学変化）
「運動とエネルギー」
・3 方向に向かう力の合力を求めなさい。
（復習：合力）
・振り子の運動中，ある位置に棒を置いたとき，
振り子はどのように運動するか。
（復習：エネルギー保存）
「宇宙の中の地球」
・北緯 35 度地点での夏至と冬至の南中高度を
求めなさい。
（関連：同位角，緯度）
・地球から月までの距離を 1，太陽までの距離
を 400 とするときの月の直径は地球の直径の
約何倍か。
（関連：相似な図形）
【実践例Ⅱ】
　～班活動でのやりくり～
①「化学変化とイオン」単元の利用
電離・電池・電気分解は，言葉が似通っている
上に，いずれもイオンの存在を無視しては理解で
きない内容で，生徒にとっては混乱を招きやすい。
ワークシート（Fig.1）に示した説明や図に
ついて，それが電離・電池・電気分解のいずれ
かの言葉を表したものかを班で話し合い報告す
る。また，それぞれが示す事象について，そう
考えた理由を班員全員で話し合わせたのち，無
作為にこちらが生徒を指定して当てる事で，そ
れぞれの概念の違いを理解しているかどうかを
説明法により求めた。
Fig.1　ワークシート（イオン）
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②「宇宙の中の地球」単元の利用
季節が生まれる理由・星座の見え方・金星の
満ち欠けなどは，視点が変わるために自分がど
の位置に立っているのか，どこから見た図なの
かを正しく認識する必要がある。しかし，時間
ごとに移り変わる星座や星の見え方や，緯度に
よる違いについての混乱が起こりやすい。
はじめに個人で各問いの答え（説明）をワー
クシート（Fig.2）に記入させた。質問は「日本
付近で四季が移り変わる理由を説明しなさい」
などである。この時に図や言葉を用いて各自で
説明させる時間を多くとることにした。その後，
自分で書いた内容を班内で説明し，共有すると
いう方法を用いた。その際に，具体物（地球儀
や透明半球など）を用いて，なぜそのようにな
るのかを説明させた。
 3.　まとめと今後の課題
授業を開始した 4 月当初は，慣れない Q に
戸惑ったり，正解以外の答えを書くことをため
らったりしている生徒が多く見られたが，前期
が終わる頃になると，正解かどうかというより，
挑戦してみようという気持ちで考えを記述する
生徒が多く見られるようになった。以下は，Q
に対する振り返りの中で，生徒から得られた感
想である。
・最初は自信がないと手を上げるのをためらっ
ていたけれど，だんだんチャレンジして手を
上げるようになり，積極的にできるようにな
りました。
・授業で教わった理屈をどこまでひねることが
できるかの腕試しが自分の力になった。
・授業の内容を理解できたと思う時でも，Q の
ように応用問題を出されるとわからなかった
りして，もっとやらないといけないだとか，
もう一度復習しようと思うことができまし
た。
・最初は覚えている範囲の中で考えていました
が，そのうち理論的にも考えられるように
なったと思います。
・Q に文章で答えるのが少し難しかったです。
でも，習ったことをすぐに使ってみることが
できたので，分からなかったこととかも理解
することができたのでよかったです。
・もう少し自信を持てばよかったと思いました。
・初めのころは難しくて嫌だと思っていたけれ
ど，今は解くことが面白いと感じるようにな
りました。もっとハンコが押してもらえるよ
う頑張りたい。
・普段から発展させて考えることで，テストの
ときなど難しい問題や見たことのない問題が
あっても，自分なりに考えることができるよ
うになりました。
・間違っていそうだったり，分からなくても挑
戦するようになった。挑戦できるようになり
嬉しい。
・自分があたったことのない問題に挑戦するこ
とが多く，興味がわき，スタンプがあること
によってやる気も出た。たのしく取り組めて
よかったと思っている。
・自分の知識を最大限に使って，思考錯誤しな
Fig.2　ワークシート（天体）
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がら頑張れたのでよかった。
・Q の答えが意外に自分の身近にあり，考えて
みたり思い出したりするところが面白かった。
・最初は，まあやろうかなって感じだったけど，
最近は難しい Q がとてもおもしろく感じてき
てとてもやりがいがある。
以上のように，Q を肯定的に捉えた感想が多
くみられた。これは，生徒が思考をやりくりす
る過程で得ることができた，考えることへの喜
びといえるのではないだろうか。また，一方で
は次のような感想もあった。
・解いたけれど，先生に見てもらうのが恥ずか
しかったから，あまり参加できていなかった。
手を上げにくかった。
・取り組み自体は良いが，成績に関わってくる
のがきつかった。
・難しい問題が多くて困った。
これは，評価の対象とすることでより正解を
導き出さなくてはならないという気持ちの表れ
であるとともに，難しく考えすぎたり，発表に
対して消極的になったりしてしまったものであ
る。今後，前向きに活動をうながすためにどの
ようにすればよいかを考える必要がある。
つぎに，「イオン」と「天体」の活動による
単元の理解度について生徒が自己評価した結果
を Fig.3 に示す。グラフの横軸は学級を示し，
縦軸は生徒が内容をどの程度理解したかを 0％
〜 100％の割合で示した値の平均である。
 
これらの実践の結果，①イオンのはじめから
班で説明しあう課題と，②天球の一人で課題に
対する答えを自分で考えてから班員に説明する
活動では，どちらも方法による理解度に大きな
差はなく，どのクラスでも約 70％の理解度を示
した。これは生徒の実感としての理解度である
が，定期考査の平均との差異はほとんどなかっ
た。また，Fig.2 に見られるように，説明に用
いる図や語句がそれぞれ異なり，自分の言葉で
説明できるようになったといえるのではないだ
ろうか。
実践Ⅱの①と②の概念整理の手法は若干異
なっているが，どちらも班と協力して考えを出
し合う・伝え合うという活動は，やりくりのひ
とつである。学んだことをまとめて考えを伝え
る活動によって，理解ができたと生徒が実感で
きていることが振り返りから推測できた。
今後の課題は教えて考えさせる授業形態の中
で，考えさせるというやりくりの場面をどのよ
うに増やしていくかである。今回の Q は指導者
の過去の経験に基づいて問題を考えており，特
別なことはしていない。これが指導者にとって
も生徒にとっても日常的なやりくりのひとつと
なっており，理解につながる有効な手段である
と考える。そのため，多くの機会を取ることに
よって，生徒が少し難しい課題に挑戦できると
いう喜びの機会を今後も作りたい。
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Fig.3　班活動による理解度（自己評価）
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